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コロナ禍での２年延期を経て、2022 年８月にクアーズテック秦野カルチャーホールで行われた20周年記念公演

「サタデーフェスティバル」での演奏 自主公演前の練習風景

　
「
ど
ん
ど
こ
ど
ん
」
「
て
ん
つ
く
て
ん
」
――
。
古
く
か
ら
祭
り
や
儀
式
な
ど
で
演

奏
さ
れ
、
日
本
人
の
魂
に
刻
ま
れ
て
き
た
〝
和
太
鼓
の
音
色
〟
。
豊
か
な
響
き
と
力

強
い
リ
ズ
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
演
奏
者
の
動
き
や
表
情
も
そ
の
魅
力
の
ひ
と
つ
だ
。
こ

こ
秦
野
市
に
は
、
そ
ん
な
和
太
鼓
の
演
奏
を
市
内
外
に
届
け
て
い
る
創
作
和
太
鼓
集

団
が
い
る
。
６
月
８
日
㈯
に
行
わ
れ
る
「
秦
野
観
光
和
太
鼓
」
の
自
主
公
演
を
前

に
、
同
団
体
の
軌
跡
や
魅
力
、
当
日
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
取
材
し
た
。

　
秦
野
観
光
和
太
鼓
は
、
市

の
観
光
振
興
や
地
域
の
活
性

化
、
Ｐ
Ｒ
の
た
め
２
０
０
０

年
６
月
に
発
足
。
指
導
団
体

に
「
太
鼓
集
団 

鼓こ
す
い粋
」
を
迎

え
、
和
太
鼓
の
基
礎
知
識
の

習
得
か
ら
市
内
外
の
各
地
の

イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
、
各
種

コ
ン
ク
ー
ル
や
大
会
へ
の
出

場
な
ど
の
活
動
を
行
う
。
現

在
会
員
は
約
40
人
。
未
就
学

時
か
ら
80
代
ま
で
、
老
若
男

女
全
世
代
か
ら
集
う
。

　
演
奏
す
る
楽
曲
は
、
同
団

体
を
指
導
す
る
鼓
粋
の
会

長
・
加
藤
修
さ
ん
が
作
曲
し

た
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。

秦
野
を
テ
ー
マ
に
し
た
楽
曲

が
多
く
、
秦
野
観
光
和
太
鼓

の
代
表
曲
の
一
つ
で
あ
る

「
山
河
」
は
、
丹
沢
や
水
無

川
を
モ
チ
ー
フ
に
作
曲
。

「
稜
線
」
は
山
並
み
を
、

「
華か

え
ん宴
」
は
火
起
こ
し
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ
て
い
る

と
い
う
。

確
か
な
実
力
と
実
績

　
発
足
か
ら
今
年
で
24
年
、

大
会
の
受
賞
歴
も
豊
富
だ
。

「
総
務
大
臣
杯 

日
本
太
鼓

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
」
で

全
国
大
会
に
出
場
し
特
別
賞

を
受
賞
、
「
総
務
大
臣
杯 

日

本
太
鼓
シ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
も
出
場
し
特
別
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。

　
出
演
は
秦
野
市
内
の
祭
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ

指導者の加藤さん（左）と前原代表

自
主
公
演
前
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

日
本
の
鼓
動 

こ
の
街
か
ら
轟
け

秦野観光
和 太 鼓

ん
、
市
・
県
・
国
の
垣
根
を

越
え
て
活
動
す
る
。
２
０
０

８
年
に
は
、
秦
野
市
の
友
好

都
市
・
韓
国
坡
州
市
を
訪
問

し
「
坡
州
ジ
ャ
ン
ダ
ン
豆
祭

り
」
に
出
演
。
東
日
本
大
震

災
後
は
、
宮
城
県
・
南
三
陸

町
や
岩
手
県
・
陸
前
高
田
市

を
訪
れ
、
演
奏
で
被
災
地
を

鼓
舞
し
た
。
２
０
１
９
年
に

は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
イ
ベ
ン
ト
で
横
浜
臨
港

パ
ー
ク
の
ス
テ
ー
ジ
に
出
演

し
て
い
る
。

　
２
０
２
０
年
は
創
立
20
周

年
の
年
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト
へ
の

出
演
機
会
が
減
少
し
た
。
２

０
２
２
年
か
ら
は
、
２
年
遅

れ
の
創
立
20
周
年
記
念
公
演

を
開
催
、
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク

秦
野
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
で

毎
月
第
１
土
曜
日
に
開
催
さ

れ
る
「
サ
タ
デ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
に
出
演
す
る
な

ど
、
活
躍
の
場
を
取
り
戻
し

て
い
る
。

「
公
演
は
見
る
ご
と
に
新
鮮
」

　
叩
い
て
音
を
出
す
和
太
鼓

は
、
奏
者
の
感
情
や
感
性
が

そ
の
ま
ま
音
楽
に
な
る
「
素

直
な
楽
器
」
だ
と
指
導
者
の

加
藤
さ
ん
は
言
う
。
「
同
じ

曲
で
も
、
演
奏
す
る
人
に

よ
っ
て
違
う
曲
に
聞
こ
え
る

こ
と
も
あ
る
く
ら
い
」
。

　
秦
野
観
光
和
太
鼓
は
、
公

演
ご
と
に
メ
ン
バ
ー
を
変
え

楽
曲
の
編
曲
な
ど
も
行
う
。

ま
た
、
曲
と
曲
の
間
に
繋
ぎ

の
演
奏
を
入
れ
る
よ
う
に
し

て
、
公
演
中
に
音
が
途
切
れ

な
い
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

奏
者
と
曲
の
構
成
・
ア
レ
ン

ジ
に
変
化
を
つ
け
る
た
め
、

一
つ
一
つ
の
公
演
が
唯
一
無

二
の
演
奏
と
な
る
の
だ
。

　
加
藤
さ
ん
は
、
「
さ
ま
ざ

ま
な
年
代
の
人
が
集
ま
り
、

こ
こ
ま
で
の
規
模
で
活
動
し

て
い
る
こ
と
こ
そ
、
秦
野
観

光
和
太
鼓
の
魅
力
。
今
や
、

秦
野
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

太
鼓
チ
ー
ム
に
な
っ
て
い

る
」
と
太
鼓
判
を
押
す
。

「
こ
の
チ
ー
ム
は
〝
家
族
〟
」

　
実
は
、
秦
野
観
光
和
太
鼓

の
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
全
く

の
素
人
、
未
経
験
者
か
ら
練

習
を
始
め
て
い
る
。

　
現
在
代
表
を
務
め
る
前
原

景
子
さ
ん
は
、
発
足
当
初
か

ら
の
メ
ン
バ
ー
で
、
初
心
者

か
ら
始
め
た
１
人
だ
。
ひ
ば

り
ヶ
丘
出
身
で
、
幼
少
期
か

ら
地
域
の
鎮
守
・
曾
屋
神
社

の
「
乳ち

ゅ
う
し
に
ば
ん
ぐ
み

牛
二
番
組
」
が
演
奏

す
る
祭
囃
子
に
憧
れ
て
い
た

と
い
う
。
「
歴
史
あ
る
団
体

で
格
式
が
高
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
っ
て
。
当
時
は
『
自
分
も

太
鼓
や
り
た
い
』
と
は
言
い

出
せ
な
か
っ
た
ん
で
す
」
と

振
り
返
る
。
「
い
つ
か
和
太

鼓
を
演
奏
し
た
い
――
」
。

そ
う
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

秦
野
観
光
和
太
鼓
が
発
足

し
、
加
入
す
る
こ
と
に
。
加

入
か
ら
20
年
以
上
、
出
産
や

子
育
て
の
た
め
何
度
か
休
会

を
挟
ん
だ
が
、
一
時
活
動
を

離
れ
て
も
復
帰
し
や
す
い
雰

囲
気
が
あ
る
の
だ
と
か
。

「
太
鼓
の
演
奏
が
楽
し
い
の

は
も
ち
ろ
ん
、
ど
ん
な
人
で

も
受
け
入
れ
て
く
れ
る
家
族

の
よ
う
な
温
か
い
チ
ー
ム
で

あ
る
こ
と
が
魅
力
で
す
」
と

笑
顔
を
見
せ
る
。

見
ご
た
え
あ
る
ス
テ
ー
ジ

　
「
秦
野
観
光
和
太
鼓 

第
11

回
自
主
公
演
」
は
６
月
８
日

㈯
、
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
秦
野

カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
大
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
る
。
開
演
午

後
２
時
（
開
場
30
分
前
）
か

ら
。
入
場
無
料
。

　
当
日
は
３
部
構
成
で
太
鼓

演
奏
を
披
露
。
第
１
部
は
発

表
会
形
式
で
曲
ご
と
に
解
説

を
交
え
な
が
ら
演
奏
が
披
露

さ
れ
る
。
第
２
部
は
、
「
太

鼓
集
団 

鼓
粋
」
や
ジ
ュ
ニ
ア

コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
し
た
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
も
有
志
で
駆
け
付

け
演
奏
す
る
。
第
３
部
で

は
、
ラ
イ
ブ
形
式
で
次
々
と

曲
が
披
露
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
ま
た
、
そ
の
他
に
ゲ
ス
ト

と
し
て
市
内
の
よ
さ
こ
い

チ
ー
ム
「
え
ん
舞
連
」
、

「
ひ
ろ
は
た
小
町
」
、
「
よ

さ
こ
い
ゆ
き
み
」
、
「
胡
蝶

連
」
の
４
チ
ー
ム
も
迎
え

る
。
前
原
代
表
は
「
よ
さ
こ

い
チ
ー
ム
と
の
共
演
で
、
よ

り
い
っ
そ
う
華
や
か
な
公
演

に
な
る
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
来
場

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
秦
野
観
光
和
太
鼓
へ
の
加

入
・
支
援
、
自
主
公
演
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
一
般
社

団
法
人
秦
野
市
観
光
協
会
☎

０
４
６
３
・
８
２
・
８
８
３

３
へ
。
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カルチャー
パーク
彫刻探訪
秦野市が「彫刻のまち」なのを
知っていますか？駅周辺や公園
など、実は景観に調和し、さりげ
なく身近にアートが存在してい
ます。
特に秦野市カルチャーパークは
彫刻の宝庫なんです！そんな彫
刻の数々を「はだの文化通信ハ
ルモニア」内で少しずつ紹介して
いきます。散策ついでに、見つけ
てみてくださいね。

窓
作・北島一夫

石塔状彫刻　魂
作・伊藤正人

INTERSECTION
作・内田晴之

悠Ⅰ
作・速水史朗

石・もの性の崩壊（for Pavement）
作・岡本 敦生

秦野市文化振興大会第49回
令和6年度

秦野市文化団体協議会の加盟団体が、日頃の活動の成果を発表します

クアーズテック秦野カルチャーホール
（文化会館）小ホール

6月15日土13：00～16：00
▪吟詠

6月16日日10：00～16：00
▪民謡 ▪邦楽 ▪新舞踊

発
表
の
部

発
表
の
部

競
技
の
部

競
技
の
部

展
示
の
部

展
示
の
部

クアーズテック秦野カルチャーホール
（文化会館）展示室　第1会議室　ロビー

6月15日土12：00～17：00
6月16日日10：00～16：00
▪書道展 ▪華道展 ▪水墨画展
▪絵手紙展 ▪茶席（16日は10：00～15：00）

6月23日日12：00～ 西公民館（多目的ホール）西囲碁大会
当日参加  1,000円、高校生以下100円
7月6日土9：30～ 本町公民館（多目的ホール）囲碁大会
当日参加  2,000円、高校生以下500円

主催
秦野市文化団体協議会

共催
秦野市


